
めしびつ（飯櫃）
たいたごはんは、めしびつに入
れました。夏は、通気せいのい
いふたにかえたりしました。

今のようなべんりな道具のなかったころは、どんなくらしをしていたんだ
ろう？ 今から6～7０年前、みんなのおじいさんやおばあさんが子どものこ
ろにつかわれていた道具から、そのころの人たちのくらしを考えてみよう。

おひつぬくめ

めしびつをほ温するため

のもの。ワラで作られて

います。
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かまどでご飯をたいた

えつけじょうけ
（取っ手のついたかごという意味）
夏のあついときは、食べ物がくさらな
いよう、カゴに入れて風通しのよい所
に下げました。

はがま（羽釜）
かまどでご飯をたくための道
具です。たくさんのお湯をわ
かすこともできます。

せいろ(蒸籠）
食べ物をむすための道具。角型と丸型があります。はがまでお湯を
わかし、その上にせいろを乗せて使います。

とっくり（徳利） お酒は今のようにびん
やカンなどに入っていなかったので、
ひつようなりょうだけ買ってお店の
とっくりに入れてもらいました。

①柱時計
柱にかけて使った時計。
ネジをまかないと止
まってしまうので、定
期てきにネジをまきま
した。

②じざいかぎ(自在
鉤）
なべなどをさげるた
めのものです。高さ
を調せつすることが
できます。

③ごとく(五徳）
いろりの中に置いて
なべなどを乗せるの
に使いました。

いろり：ゆかを四角に切りぬいて火をたいた所です。この回りにす
わってご飯を食べたり、お客さんをもてなしたりしました。

はがま

せいろ

①②③は左の写真
のどこにあるかな？



今のようなべんりな道具のなかったころは、どんなくらしをしていたんだ
０年前、みんなのおじいさんやおばあさんが子どものこ

ろにつかわれていた道具から、そのころの人たちのくらしを考えてみよう。

せんたくも手でして
いました。家族全員の
せんたく物を1まいずつ
板にこすりつけてあら
いました。その後、す
すいでしぼってほしま
した。それだけでもど
んなに大へんだったか
わかるね。

はり板
きものは、糸をほどいてしまった後、あらっ
て板にはってほしました。

かや(蚊帳）

ねる時、蚊（か）にさされないよう、この中に入っ
てねました。クーラーはなかったので、まどを開け
てねたし、蚊（か）も今よりたくさんいたのでなくて
はならないものでした。

手おしポンプ

家で使う水は、いど水をくみあげたものでした。おふ

ろをいっぱいにするにはどれだけ時間がかかっただろ

うね。

びんだらい
顔を洗うときに使ったたら
いです。およめに行く時に
持っていった道具の一つで
した。

すみいれ(炭入れ）
炭を家の中に持って入
る時に使ったいれもの
です。

火アイロン
中に炭（すみ）を入れるのは「火のし」と同
じ。形は今のアイロンににているね。

火のし
火のついた炭（すみ）を中に入
れ、そのねつでぬののしわをの
ばすのに使いました。


